
- 1 -

新
シ
リ
ー
ズ
『
草
間
台
地
の
魅
力
』

～
第

回
～

21
草
間
台
の
思
い
出

大
内
裕
樹
（
京
都
産
業
大
学
探
検
部O

B

）

京
都
産
業
大
学
探
検
部O

B

の
大
内
で
す
。

草
間
台
は
学
生
の
時
を
含
め
、
何
度
か
来
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
見
渡
す
限
り
自
然

豊
か
な
山
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
自
分
の
地
元
を
思

い
出
し
て
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
そ
ん
な
草
間

台
の
各
地
に
洞
窟
が
あ
り
、
メ
イ
ン
の
活
動
と
し

て
何
度
も
入
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま

で
の
経
験
か
ら
洞
窟
と
い
え
ば
人
の
来
な
い
よ
う

な
所
に
ひ
っ
そ
り
あ
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
し

た
が
、
地
域
の
方
々
が
生
活
し
て
い
る
場
所
か
ら

近
い
こ
と
が
多
く
、
大
き
な
入
り
口
が
目
の
前
で

存
在
感
を
放
っ
て
お
り
、
初
め
て
来
た
時
に
は
日

常
と
非
日
常
が
入
り
混
じ
っ
た
不
思
議
な
場
所
に

感
心
し
て
ま
し
た
。

洞
内
も
な
か
な
か
手
強
く
て
毎
回
全
身
泥
だ
ら

け
の
水
浸
し
に
な
っ
て
ま
し
た
ね
。
そ
う
い
っ
た

貴
重
で
楽
し
い
体
験
を
何
度
も
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
一
度
暖
か
い
時
期
に
訪

れ
、
洞
窟
以
外
の
自
然
と
も
触
れ
合
っ
て
み
た
い

も
の
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

短
歌

「
美
味
か
っ
た
」
と
喜
ぶ
声
が
う
れ
し
く
て

再
び
贈
る
猪
の
肉

杉

秀
樹

吾
子
夫
婦
誘
ひ
来
て
く
れ
森
芸
に

新
見
の
宝
満
奇
洞
あ
り
き

西
山
富
美
子

町
に
来
て
早
三
度
目
の
正
月
を

迎
え
る
幸
せ
家
族
に
感
謝

長
岡
愛
子

名
も
知
ら
ぬ
き
の
こ
石
筍
の
ご
と
群
れ
て

夜
盗
我
ひ
く
く
た
ゆ
た
ふ
ば
か
り

滑

都

俳
句

働
け
る
幸
せ
の
あ
り
芋
洗
ふ

長
田
保
子

は
や
師
走
余
生
の
こ
と
ば
吾
に
近
し

橋
本
八
重
子

川
柳

題
「
習
」
「
感
」

習
わ
し
を
若
い
世
代
に
繋
ぐ
役

感
謝
込
め
喜
ぶ
顔
を
思
う
暮
れ

西
本
八
寿
江

習
わ
ず
も
出
来
た
百
姓
見
様
見
ま
ね

此
の
歳
で
元
気
に
過
ご
す
日
々
感
謝

小
川
久
子

見
習
い
に
秋
は
素
通
り
冬
に
入
る

好
感
度
探
せ
ば
亡
母
が
今
も
在
り

田
井
芳
枝

学
校
で
遊
ん
で
家
で
学
習
で

お
見
舞
い
が
来
そ
う
な
予
感
身
だ
し
な
み笹

田

彰

習
い
事
芽
が
出
る
前
に
や
め
な
い
で

感
覚
が
麻
痺
し
て
る
の
か
闇
バ
イ
ト

中
村
公
人

習
慣
は
良
く
も
悪
く
も
先
で
出
る

感
謝
し
て
皆
で
囲
む
鍋
の
味

福
嶋
輝
代
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月

日
（
土
）
、
草
間
台
小
学
校
で
学
習
発
表
会

11

30

が
行
わ
れ
、
各
学
級
が
劇
や
合
奏
な
ど
、
一
生
懸
命

に
発
表
す
る
姿
を
、
家
族
や
地
域
の
方
々
が
参
観
し

ま
し
た
。
児
童
は
、
「
み
ん
な
笑
顔
を
わ
す
れ
ず
、
お

客
さ
ん
に
笑
顔
や
感
動
を
と
ど
け
よ
う
！
」
と
い
う

目
標
の
も
と
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
全
校
生
徒

名
が
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

21
１
年
生
５
人
は
可
愛
ら
し
く
力
を
合
わ
せ
て
劇
「
く

じ
ら
ぐ
も
」
を
、
２
・
３
年
生
９
人
は
元
気
い
っ
ぱ

い
大
き
な
声
で
劇
「
西
遊
記
～
な
か
ま
と
き
ょ
う
力

の
物
語
～
」
を
発
表
。
ま
た
岡
本
校
長
も
登
場
し
、

コ
ミ
カ
ル
な
演
技
を
披
露
、
会
場
が
拍
手
と
笑
い
で

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
４
・
５
年
生
７
人
は
「
ほ
ん

と
う
の
宝
も
の
は
」
と
題
し

て
、
草
間
地
域
の
宝
「
ふ
る

さ
と
こ
そ
か
け
が
え
の
な
い

宝
も
の
」
と
人
の
つ
な
が
り

の
大
切
さ
を
熱
演
し
ま
し

た
。
最
後
は
全
校
児
童
の
合

唱
・
合
奏
と
５
年
生
代
表
の

あ
い
さ
つ
で
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

多
く
の
方
々
に
ご
参
観
い

た
だ
き
、
児
童
は
発
表
で
き

る
喜
び
と
充
実
感
を
味
わ
っ

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

草

間

台

小

学

校

学

習

発

表

会

月
１
日
（
日
）、
土
橋
み
ら
い
の
会
（
田
井
義
明

12
会
長
）
は
、
土
橋
交
流
セ
ン
タ
ー
に
近
い
県
道
北
房

井
倉
哲
西
線
の
ふ
れ
あ
い
花
壇
に
、
会
員
と
新
見
公

立
大
学
の
学
生
と
で
冬
の
花
を
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
別
の
畑
で
栽
培
し
て
お
い
た
葉
ボ
タ
ン
50

株
と
ビ
オ
ラ

２
０
０
本
を

県
道
に
沿
っ

て

植

栽

さ

れ
、
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
も

よ
く
見
え
、

と
て
も
綺
麗

で
す
。

土

橋

ふ

れ

あ

い

花

壇

整

備

月

日
（
火
）
、
土
橋
み
ら
い
の
会
（
田
井
義
明

12

10

会
長
）
主
催
の
健
康
ア
ッ
プ
教
室
が
開
催
さ
れ
、
20

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
草
間
台
保
育
所
と
の
交
流
会
と
し
て
、
園
児

名
に
よ
る
歌
や
ダ
ン
ス
等
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

14１
・
２
歳
児
、
３
歳
児
、
４
歳
児
、
５
歳
児
に
分
か

れ
、
可
愛
い
踊
り
や

太
鼓
の
発
表
に
参
加

者
か
ら
大
き
な
拍
手

が
贈
ら
れ
、
楽
し
く

交
流
が
図
ら
れ
ま
し

た
。そ

の
後
は
、
健
康
医

療
課
の
戸
田
保
健
師

か
ら
の
講
話
や
、
田

村
健
康
運
動
指
導
士

に
よ
る
体
操
等
で
健

康
づ
く
り
を
さ
れ
ま

し
た
。

土

橋

健

康

ア
ッ
プ

草

間

台

保

育

所

交

流

会

１・２歳児のかわいいダンス

２．３年生の劇「西遊記」

月

日
（
火
）
、
足
見
南
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

12

10

て
、
草
間
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
の

月
大

12

会
が
、
会
員

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し

31

た
。成

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

①
福
水

真

打

②
宮
坂
要
治

③
中
山
義
昭

59

④
藤
野
浩
吉

⑤
太
田
稔
穂

【
女
子
の
部
】

①
藤
井
シ
ゲ
ノ

打

②
二
摩
保
子

③
西
村
宮
子

63

④
西
上
み
す
江

⑤
中
山
美
恵
子

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】

・
藤
井
清
子

・
二
摩
保
子

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

㍍
】

15

・
藤
井
シ
ゲ
ノ

・
太
田
稔
穂

・
西
村
宮
子

・
中
山
美
恵
子

・
藤
井
清
子

・
中
山
義
昭

・
二
摩
保
子

・
福
水

真
（
２
本
）

草

間

台

Ｇ
Ｇ
愛

好

会

月

大

会

12

新
見
市
道
に
散
布
す
る
凍
結
防
止
剤
を
、
草
間
公

民
館
本
館
と
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
の
間
に
置
い
て
い
ま

す
。
必
要
な
方
は
、「
搬
入
搬
出
記
録
表
」
に
記
入
後
、

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

草

間

市

民

セ

ン

タ

ー

か

ら

の

お

知

ら

せ


